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中国金融安定報告で中国の金融セクターの懸念を指摘しています。今日のヘッドライン2019年5月31日号でもとりあげたよう

に中国の銀行セクターには注意すべき点も見られます。また同報告は他のセクターの懸念も指摘しています。中国政府部門な

どの健全性は確保されているものの、来年にかけても中国の金融（債務）問題には引き続き注意が必要と思われます。

中国金融安定報告が示した懸念

中国金融安定報告：中国銀行セクターの13%
を高リスクに分類

2019年11⽉29⽇

どこに注目すべきか：
中国金融安定報告、ランクD、家計債務

アジア

増をあげています。中国の家計債務対GDP（国内総生産）

比率は上昇傾向となっています（図表2参照）。8月に国際

通貨基金（IMF）が公表した中国のカントリーレポートで中国

の家計債務対GDPの今後の予想を見ると、さらなる上昇が

想定されています。家計の債務を削減することは容易でな

いということの裏返しなのかもしれません。

家計債務対GDP比率の比較対象として図表2では米国

をのせました。中国と米国は市場構造が異なるため水準の

比較には意味が無いと思われます。ただ、同比率は一般に

金融危機前に上昇する傾向が見られる点が気がかりです。

中国の場合、同比率の危険水域を示す水準について経

験的な水準があるわけではありませんが、中国金融安定報

告は同比率が中国の家計収入対GDP比率の水準にまで上

昇してきた点を警告しています。さらに、同比率が高い地域

の特色として、収入が低い地域において同比率が高い点を

指摘して、家計債務への警告を強調しています。

中国国有企業や地方政府の債務が注目（今回の報告で

も指摘）されますが、家計債務にも注意が必要です。

中国人民銀行（中銀）は2019年11月25日に「2019年

中国金融安定報告」を公表しました。中国の銀行セクターに

懸念を示し金融機関4379社のうち13%超（586社）が中央

銀行から「高リスク」と分類しました（図表1参照）。

なお、高リスクに分類されたのは銀行と金融会社で、大部

分は地方の中小金融機関と見られます。昨年公表された

初の同報告書では、約10%が高リスク（昨年は消費者金融

会社を含まず）でした。

リスク高

中国金融安定報告で中国の金融セクターの懸念を指摘

しています。今日のヘッドライン2019年5月31日号でもとり

あげたように中国の銀行セクターには注意すべき点も見られ

ます。また同報告は他のセクターの懸念も指摘しています。

中国政府部門などの健全性は確保されているものの、来年

にかけても中国の金融（債務）問題には引き続き注意が必

要と思われます。

中国金融安定報告で気になったのは、まず銀行セクター

に弱さが引き続き見られる点です。経営破たん直前の評価

であるランク10は80社、その次に悪いランク9は259社、ラン

ク8で247社にのぼります。これら「高リスク」に分類されたの

が合計586社となります。反対に、最も評価が高いランク1は

ゼロと1社もありませんでした。全体的な分布も、ややリスク

（懸念）が高い方にかたよっている印象です。

もっとも、中国金融安定報告で経営破綻を意味するラン

クDは1社だけでした。5月に発生した内モンゴル自治区の商

業銀行が公的管理（実質破綻）となったケースでは、ほぼ預

金は保護されたことや資金供給により、多少の混乱は見ら

れたものの、金融システムリスクは未然に何とか回避されま

した。当局の危機対応への期待は維持されています。それ

でも（ランクが高い）破綻予備軍の存在は不安材料です。

中国金融安定報告で気になる指摘として家計債務の急

図表2：中国と米国の家計債務対GDP比率の推移
年次、期間：2004年～2018年、比率はブルームバーグ算出

出所：ブルームバーグのデータを使用しピクテ投信投資顧問作成

図表1：中国の銀行セクターのリスク評価別分類
時点：2019年の中国金融安定報告

0

20

40

60

80

100

04年 06年 08年 10年 12年 14年 16年 18年

%

中国家計債務対GDP比率
同比率米国

出所：中国金融安定報告のデータを使用しピクテ投信投資顧問作成


